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衆

議
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衆
議
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議
員
川
内
博
史
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衆
議
院
議
員
川
内
博
史
君
提
出
文
化
審
議
会
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
長
（
以
下
「
分
科
会
長
」
と
い
う
。
）
は
、
文
化
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八

十
一
号
）
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
文
化
審
議
会
著
作
権
分
科
会
（
以
下
「
分
科
会
」
と
い
う
。
）
に
属
す
る
委
員

の
互
選
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
分
科
会
に
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
小
委
員
会

の
主
査
（
以
下
「
小
委
員
会
主
査
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
も
、
分
科
会
が
定
め
る
運
営
規
則
に
よ
り
、
通
常
、
当
該
小
委

員
会
に
属
す
る
委
員
、
臨
時
委
員
及
び
専
門
委
員
の
互
選
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

今
期
の
分
科
会
の
初
回
の
会
議
は
、
今
後
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
特
定
の
委
員
が
分
科
会
長
又

は
小
委
員
会
主
査
に
内
定
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
な
い
。

二
に
つ
い
て

文
化
審
議
会
に
属
す
る
委
員
、
臨
時
委
員
又
は
専
門
委
員
（
以
下
「
委
員
等
」
と
い
う
。
）
は
、
文
化
審
議
会
令
第
二
条

の
規
定
に
よ
り
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
か
ら
文
部
科
学
大
臣
が
任
命
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
文
化
審
議
会
の
委

員
等
が
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
団
体
の
役
員
等
に
就
任
し
て
い
る
と
し
て
も
、
文
化
審
議
会
に
お
け
る
調
査
審
議
に
お
い
て
は
、

一



委
員
等
は
自
ら
の
見
識
に
基
づ
き
適
切
に
判
断
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
直
ち
に
そ
の
調
査
審
議
に
影
響
が
あ
る
も
の
と
は

考
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
委
員
等
の
任
命
に
当
た
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
状
況
を
考
慮
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三
に
つ
い
て

文
化
審
議
会
及
び
分
科
会
の
委
員
等
の
名
簿
（
以
下
「
名
簿
」
と
い
う
。
）
に
は
、
委
員
等
本
人
の
意
向
も
踏
ま
え
つ
つ
、

主
な
肩
書
を
記
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
文
化
審
議
会
の
委
員
等
の
任
命
に
当
た
り
、

御
指
摘
の
よ
う
な
状
況
は
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
名
簿
に
御
指
摘
の
よ
う
な
記
載
を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

四
の
�
）
に
つ
い
て

著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
十
六
条
の
三
に
規
定
す
る
貸
与
権
は
、
著
作
物
を
そ
の
複
製
物
の

貸
与
に
よ
り
公
衆
に
提
供
す
る
権
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
衆
に
は
該
当
し
な
い
、
特
定
か
つ
少
数
の
者
に
対
す
る
貸
与
に

対
し
て
、
そ
の
権
利
は
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
個
人
的
な
貸
し
借
り
」
が
、
特
定
か
つ
少
数
の
者
に
対
す

る
貸
与
で
あ
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
貸
与
権
は
及
ば
な
い
。

四
の
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
委
員
の
発
言
は
、
一
個
人
と
し
て
の
立
場
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
見
解
を
述
べ
る
こ
と
は
差

二



し
控
え
た
い
。

四
の
�
）
に
つ
い
て

委
員
等
の
個
別
の
発
言
の
み
を
も
っ
て
、
委
員
等
と
し
て
の
適
性
を
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
御
指
摘
の

答
弁
が
失
当
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

法
制
問
題
小
委
員
会
に
設
置
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
の
構
成
に
関
し
て
は
、
当
該
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
担
当
す
る

検
討
課
題
に
つ
い
て
優
れ
た
学
識
経
験
の
あ
る
者
に
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
具
体
的
な
人
選

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
適
切
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


